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令和６年度 第６回教育委員会

日時 令和６年１０月１５日（火）１５:３０～１７:１５

場所 町公民館・大会議室 → 教育関連施設現地視察（南俣保育所・中坪保育所・て

るはドーム）

出席者 教育委員 柿田 美香 教育長 岩切 康郎

教育委員 横山 槇子 教育総務課長 野村 敏幸

教育委員 中神 克寿 社会教育課長 佐藤 光久

教育委員 山口 昇 教育総務課主幹 馬場 勇次

社会教育課主幹 麻生 昌秀

教育総務課係長 森本 亜紀

社会教育課係長 井上 隆広

議事録 藤田 脩斗

教育相談員 南正覚 雅士

SSW 松尾 容子

傍聴者 １名

〇開会の挨拶

〇教育長挨拶

（教育長）
教育総務施設、社会教育施設の視察、綾町スポーツ町民祭について触れ挨拶を行った。

〇協議事項

・非公開
・小・中学校の児童生徒等の状況について
（教育相談員）
登校困難の児童生徒について、資料に沿って説明を行った。
（教育委員）
中学三年生の進路相談はどうしているのか。
（教育相談員）
学校で行っている。
（教育総務課 主幹）
全日制の高校に行きたいと前向きに思っている。
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・教育委員会関連施設現地視察

（教育総務課 課長）

教育関連施設の視察について、説明を行った。

・南俣保育所到着
（南俣保育所 所長）
２歳児、３歳児が 1人であり、刺激が無く集団で育たない。
各学年最低でも、４名～５名は必要である。
（教育委員）
定数を減らしてもいいのではないか。
子どもの教育では苦しい状況である。
（南俣保育所 所長）
イベント行事は中坪保育所と合同ですることもあり、中坪保育所まで歩いて行っており、
雨の日は公用車を使用している。
統合については保護者間の関係もある。
（教育委員）
子どもが変われば保護者も変わるのではないか。
徐々に保護者にも慣れてもらうしかない。
（南俣保育所 所長）
遊具が古くなってきており、現在使用不可の状態にしている。

・中坪保育所到着
（中坪保育所 職員）
気になる子どもが年々増加傾向にあり、三分の一の割合である。
施設の老朽化も気になっているところである。
（教育委員）
職員だけでなく、子ども同士でも注意しあう。
子どもを頼ることも大事であり、子ども同士で育っていくべき。
そうすることで、子どものやる気にも繋がっていく。
（中坪保育所 職員）
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年少さんの部屋は日差しが強い部屋である。
（教育委員）
付いているブラインドは使用できないのか。
（中坪保育所 職員）
壊れていて使用不可である。
（教育委員）
蛍光灯がないところもあるが大丈夫なのか。
（教育総務課 課長）
来年度 LED化する予定である。
（教育総務課 係長）
エアコンが２つあるが、２つとも使うのか。
（中坪保育所 職員）
使用してるのは１つであり、もう１つは空気循環すろものである。
（教育総務課 課長）
床がみしみしと音が鳴るが、子ども達が怪我することはないか。
（中坪保育所 職員）
今は怪我することはない。
（教育総務課 課長）
給食の調理員が会計年度任用職員含めて３名しかいない。
なので、夏季休暇などの時は２名で回さないと行けない。

・てるはドーム到着
（社会教育課 係長）
平成１６年に竣工ということで、現在、ちょうど２０年経っている。
木材関係の補助金をもらい、工事から１年２ヶ月で建っている。
規模が６６３６平方メートル、アリーナの広さが４８００平方メートル、奥行きが８０メ
ートル、幅が６０メートル、天井高が２５メートルであり、県内でも有数である。
アリーナの床に関しては杉の圧縮材であり、６割が地元の綾産を使用している。
残りの４割が県内のものである。
てるはドームでは色々な競技が行われており、バスケットコートが４面、バレーコートが
８面、バドミントン、ミニバレーは１６面とれる。
夜の使用もあり、電気を使用するため太陽光を乗せている。
国スポについて、令和９年９月２６日から１０月６日までの１１日間を予定している。
照明について、来年度LEDの工事に入る予定である。
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空調や床についても、２０年経っているため検討中である。
（教育委員）
観客席がはないのか。
（社会教育課 係長）
移動式の観客席ならあるが、２０年経って古くなっているため、車輪の部分が痛んでいる。
（教育委員）
空調はつくのか。
（社会教育課 係長）
空調はつかなく、窓は開くが上に上がってから開けることになり勝手が悪い状況である。
（教育総務課 課長）
窓を開けると光が差し込み、競技に影響が及ぶ可能性がある。
（教育委員）
片面にしか窓がないが空気の入れ換えは出来ているのか。
（教育総務課 課長）
換気扇は付いているが、回してもなかなか空気は抜けない。

〇閉会


